
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞
１. 乳用牛の飼養管理技術の向上に対する支援

長命連産性の向上に資する飼養管理技術の普及促進に向け、有識者による検討
委員会の開催及びパンフレットや動画等の作成・配布等の理解醸成を図る取組を支
援します。

２. 繁殖管理・牛群構成の転換に係る技術指導に対する支援

適切な繁殖管理や牛群構成の転換の推進に向け、長命連産に取り組む生産者団
体へ講師を派遣し、繁殖管理等の技術的な指導・助言を行う取組を支援します。

12 乳用牛長命連産性等向上推進支援事業

＜対策のポイント＞
配合飼料を多給する乳量偏重の乳用牛から、長命連産性に重きを置いた強健な乳用牛へ、牛群構成の転換を一層推進するため、長命連産性の能力を

最大限発揮させる適切な飼養管理の普及促進の取組等を支援します。

＜事業目標＞
生乳生産量：728万t［平成30年度］ →780万t［令和12年度まで］

＜事業の流れ＞

【令和７年度予算概算要求額 59（ー）百万円】

［お問い合わせ先］畜産局畜産振興課（03-6744-2587）

国 民間団体
定額

パンフレットや動画による理解醸成

飼養管理が不適切だと遺伝的能
力はあってもパフォーマンスは低下

適切な飼養管理により
長命連産性の能力を最大限発揮

繁殖管理等に係る指導・助言

MAX能力

能力

生涯乳量

DOWN

生涯乳量

遺伝的能力 ＋ 飼養環境など   ＝ 生涯乳量等の実測値

持続的かつ収益性の高い酪農経営への移行
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